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2.2.2 代表的な特許からみた技術の展開 

 1978～98 年 11 月の間に出願された感圧(粘着)型接着機構に関する特許(実用新案含む)

の総件数は 8,708 件である｡まず解析の対象を 88 年 11 月以降出願の公告･登録特許 892 件

と 98 年 6 月以降出願の公開特許 450 件の合計 1,342 件に絞り、その中から 174 件を抽出し

た。この抽出基準は明細書を読んで重要と思われるもの、また 98 年に若干偏るのはやむを

得ないとしても、なるべく年代的に均等に近い抽出となるよう努めた。 

 感圧(粘着)型接着機構に関する代表的な特許の展開を図 2.2.2-1～図 2.2.2-4 に示す。 

 

図 2.2.2-1 感圧(粘着)型接着機構技術発展図の全体構成 

ライン№ 

1 接着層の改質 (1)基本組成 粘着剤･架橋剤  ★１ 

  粘着付与剤 

 (2)共重合   ★２ 

 (3)ブレンド  ★３ 

 (4)形態（剤の形状､層構造）  ★４ 

 (5)官能基修飾・他  ★５ 

2 塗布加工法 (1)水性  ★６ 

(溶剤溶液のほか) (2)溶融（ホットメルト）  ★７ 

 (3)スプレー・転写・他  ★８ 

 (4)下塗り  ★９ 

3 硬化反応法 (1)全般・熱  ★10 

 (2)放射線・光  ★11 

 (3)湿気・嫌気・他  ★12 

4 添加剤 (1)機能付与剤  ★13 

 (2)その他  ★14 

5 製造法・装置   ★15 

 

 ここでは技術開発課題といった面からではなく、技術手段の面から分類して技術の展開

を追うことにした。すなわち図 2.2.2-1 全体構成に示す接着層の改質、塗布加工法、硬化

反応法、添加剤、製造法･装置の分類である。 

 感圧（粘着）型接着剤は粘着材としてのエラストマーに粘着付与剤（タッキファイヤー）

の樹脂相が分散する相溶的な構図であるが、多くの要因による接着層設計は基本的なもの

である。塗布加工法には溶剤溶液法、水溶液またはエマルジョンの水系法、溶融・ホット

メルト法、カレンダー法のあることはよく知られているが、環境保全と VOC（揮発性有機

化合物）規制の最近動向は水系法や溶融・ホットメルト法への指向を促している。この点

に注目して、溶剤溶液法を除いて塗布加工法として括り出すことにした。硬化反応法も塗

布後架橋による分子網目構造を形成することで接着剤の凝集力を高め、粘着性や接着力を

調整するために有用な技術となっている。また添加剤も大事な技術手段である。それぞれ

についてまとめたのが以下の展開図である。製造法・装置として取り上げたものは多くは

なく、粘着製品使用時のものも含めている。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図(1/10)  

                                           

年月は出願月または優先権主張月 

 

感圧（粘着）型接着機構技術

★1 

接着層の改質 基本組成 

★3 

ブレンド 

共重合 

★2 

形態 

★4 

★5 

官能基修飾･その他 
★a 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (2/10)  

出願年  ‘84                                   ‘89 

年月は出願月または優先権主張月 

対金属オレフィン接着 

特公平 3-59111 
84.08 

宇部興産 
ポリオレフィンとアルケニ
ル琥珀酸類などとグラフト
反応して得られる変性ポリ
オレフィンを用いて金属と
ポリオレフィンの接着を改
良。 

導電性粘着技術 

特公平 6-13683 
84.10 

日東電工 
従来の水含有ゲル状粘着剤
や導電性粒子によるのでな
くリン酸基､亜リン酸基を
持つ不飽和単量体とアクリ
ル系ポリマーの共重合体に
アルコール類など配合し導
電性を得る。 

特開平 10-279915 
86.06(優) 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング 

(米国)
大分子量ポリシロキサンブ
ロックと尿素の最大分子量
ブロックを組合わせたオル
ガノポリシロキサン－ポリ
尿素ブロックコポリマーを
作り特性を改良。 

機械特性改良感圧接着 

再剥離用粘着性微細球 

特公平 7-23441 
84.12 

ヘキスト合成 
重合時に内部架橋性単量体
を加え有機溶剤による膨潤
を最小に抑え､粒の揃った
アクリル系微細球粘着剤を
作り､優れた着脱性能を持
つシートを得る。 

ターポリマー粘接着技術 

特許 2740015 
88.09(優) 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング 

(米国)
アクリルターポリマーによ
る全般的な改良粘接着技
術。 

 

非極､極性表面へ両用粘着 

特許 2686324 
88.10(優) 
日東電工 

化学式に示すアクリル酸付
加物の選択的な配向により
非極性表面と金属などの極
性表面のいずれにも高い接
着力を発揮することができ
るアクリル系粘着技術。 
（左式） 

塩ビ鋼板用の耐久性粘着 

特許 2618218 
87.04 

三菱レイヨン 
ポリエステル共重合体樹脂
を主成分の粘着剤において
160℃程度の接着加工工程
でも十分な耐水性､低温性
の接着性能を発揮する技
術。 

★1 

★3 

★2 

★1 

★3 

★2 

★4 ★4 

★5 ★5 

半導体に好適な耐熱接着 

特許 2597706 
89.03 

日立製作所 
IC､LSI 等のダイボンディン
グにおいてポリイミド系樹
脂を用いて、接着時の低い
圧力でも高い接着力と耐熱
性接着を得る。 

発泡ポリエチレン用粘着 

特公平 7-51704 
89.03 

積水化学工業 
アクリル系粘着剤の粘着付
与剤を不均化ロジンエステ
ル樹脂､水添ロジンエステ
ル樹脂とすることでコロナ
放電処理せずに発泡ポリエ
チレンに対し耐熱､耐寒性
の接着を得る。 

対粗面表面保護フィルム 

特許 2600361 
89.01 

日立化成工業 
アクリル系共重合より見直
し､粗面の塗装板にも良好
に貼付し､かつ耐候性にも
優れた表面保護フィルムを
提供する。 

架橋での経時的接着向上 

特許 2801341 
89.01(優) 

ダウ コーニング (米国) 
ゴム系粘着剤､アミノキシ
珪素化合物の第１成分とゴ
ム系粘着剤､アミドシラン
化合物の第２成分を接触架
橋させることで､時間経過
とともに接着力を向上させ
る技術。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (3/10)  

出願年  ‘89                                   ‘89 

年月は出願月または優先権主張月 

 

 

加硫済フッ素ゴムの接着 

特許 2900269 
89.10 

ポリマテック 
加硫済ゴムの未反応部を異加
硫系の未加硫フッ素ゴム共糊
で反応させ､アミン系シランカ
ップリング剤で処理した金具
と加熱圧着して安定した接着
力を得る方法。 

フッ素基材への粘着技術 

特許 2611498 
89.05(優) 

ダイキン工業 
フッ素液状ゴムと熱可塑性
ゴム混合使用の凹凸面粘着
技術。組成の１例は図の斜
線部(フッ化ビニリデン/ヘ
キサフルオロプロピレン/
テトラフルオロエチレン３
者の配合を示す)。（上図） 

 

フッ素樹脂へのアクリル系粘着 

特許 2732411 
89.06 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング 

(米国)
アクリル共重合体、粘着付与
剤、架橋剤ポリイソシアネート
の粘着剤によりふっ素樹脂系
表面への優れた接着性を得る
技術。常温のみならず低温でも
優れた性能を示す。 

特公平 7-37598 
89.08 

丸善石油化学 
粘着特性､高温下のダレ防止､
塗工作業性から基剤は従来の
低分子量ポリブテンに代わり
炭素数５のジオレフィン､モノ
オレフィンを主成分とし適度
な割合の揺変剤を配合する。 

有害小生物捕獲用シート 

ポリ(α-オレフィン)感圧 

特許 2854945 
89.09(優) 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング 

(米国)
熱酸化安定性､生理的不活性
など優れた特性のポリ(α-
オレフィン)をポリエンとの
共重合､放射線硬化可能と
し､剥離､接着の優れたもの
とする基本技術。（下式） 

 

接着力改良の粘着技術 

特許 2730965 
89.04 

日東電工 
相溶しない２種のアクリル
系共重合体同士を混合した
粘着剤により凝集力を維持
しながら接着力を向上する
技術。特に対オレフィン接
着力が著しく向上する。 

オレフィンむけ粘接着 

特許 2799593 
89.07 

荒川化学工業 
アクリル系ベースポリマーに
ロジン系多価アルコールなど
特定の粘着付与樹脂と安定剤
を配合し､無色透明性､耐候性
でありポリオレフィン被着材
への接着性能を顕著に改善。 

★1 

★3 

★2 

★1 

★3 

★2 

★4 ★4 

★5 ★5 

電子部品の実装方法 

特許 2679849 
89.07 

松下電器産業 
部品搭載部に光重合性かつ
熱重合性液状接着剤塗布､
紫外線照射ゲル化､部品搭
載仮止め､半田付け接着熱
硬化の実装方法。（右図） 

電子部品仮止め用粘着 

特公平 8-32861 
89.01 

松下電器産業 
電子部品仮止めに粘着剤塗
布後用いられる光硬化の度
合いを調整し、のち熱硬化
で完全に硬化する技術。ア
クリル酸エステルとエポキ
シ樹脂に硬化遅延性の酸ア
ミドを加える。（右図） 

 

 

 

医療用改良粘接着

技術 
特開 2000-144086 

89.05(優) 
ランデック (米国) 

エステル基が結晶性、非結
晶性２種のアクリル酸エス
テルおよび/またはメタク
リル酸エステルから構成の
ポリマーにより室温で結晶
化し非粘着､皮膚温度で溶
融し粘着性とする。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (4/10)  

出願年  ’89                                   ‘90 

年月は出願月または優先権主張月 

 

医療用皮膚粘着改良技術 

特公平 7-51702 
89.11 

積水化学工業 
２種のアクリル酸エステル
および/またはメタクリル
酸エステルの重合体と可塑
剤の粘着剤により皮膚への
粘着性と薬剤の散逸を改善
した技術。 

悪臭低減した溶融粘着 

特公平 7-33499 
89.11 

積水化学工業 
SIS や SBS のゴム系熱可塑性ブ
ロック共重合体は有用なホッ
トメルト粘着剤であるが､悪臭
がある。原因が粘着付与剤クマ
ロン･インデンの低分子物であ
ることを見出し改良した。 

経時変化ない粘着

技術 
特許 3037706 

89.11 
日東電工 

アクリル系ポリマー溶液中
で多官能単量体の重合を行
い架橋高分子化合物相を形
成した粘着剤により経時変
化のない優れた凝集力と粘
着性能を得る。 

★1 

★3 

★2 

★1 

★3 

★2 

★4 ★4 

★5 ★5 

包装用耐候性粘着テープ 

特許 2873352 
90.12 

日東電工 
ゴム系ポリマーに代わりア
クリル系重合体を主鎖にカ
ルボシル基不含有化合物を
側鎖にしたグラフト重合体
を用いて目的の耐候性を得
た。 

加硫ゴム用粘着技術 

特公平 7-81124 
90.11 

日東電工 
ブチルゴムおよび/または
ハロゲン化ブチルゴムを主
成分にキノンジオキシム化
合物､有機過酸化物など含
むゴム系粘着剤による前処
理せず加硫ゴムへ接着可能
とする技術。 

粗面接着性の改良技術 

特許 3051431 
90.08 

三菱樹脂 
アクリル系共重合体に金属
化合物を含有させイオン架
橋させたアクリル系粘着剤
でクレープ紙など粗面への
封緘用として接着性を改良
したもの。 

超低温接着性能改良技術 

特許 2806592 
90.02 

積水化学工業 
配合のヒドロキシエチル
(メタ)アクリレートとジカ
ルボン酸とのモノエステル
成分が低いガラス転移温度
を維持し-20～-40℃の超低
温接着性能を発揮する。 

オレフィンへの接着改良 

特許 2862966 
90.07 

リンテック 
粘着剤の主成分としてスチ
レン‐エチレン‐プロピレ
ンのブロック共重合体を用
いることでポリオレフィン
に対する優れた接着性能を
達成。 

改良感圧接着技術 

特許 2624911 
90.05(優) 

ゼネラル エレクトリック 
(米国)

シリコーン系２種類の感圧
接着剤をブレンドすること
により優れた剥離強度､不
変の高粘着性、増大した高
温性能を発現する。 

改良シリコーン系粘着 

特公平 7-119395 
90.07 

信越化学工業 
ヒドロキシシリル基含有オ
ルガノシロキサンポリマー
に特定官能基を持つオルガ
ノシロキサン､触媒により､
低粘度で作業性が良く湿
潤､乾燥下共に優れた粘着
性を得る技術。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (5/10)  

出願年  ‘91                                   ‘91 

年月は出願月または優先権主張月 

★1 

★3 

★2 

★1 

★3 

★2 

★4 ★4 

★5 ★5 

色相改良天然ゴム系粘着 

特開平 5-339547 
91.05 

新日鐵化学 
天然ゴム系粘着剤での粘着
付与剤による色相問題を水
素化クマロン－インデン樹
脂を粘着付与剤として使用
することで低温性能も改良
して解決。 

耐ブリスター性粘着 

特許 2986226 
91.01 

リンテック 
粘着シート貼付で外観的に
も問題のブリスターを解消
するためガス透過性の優れ
たシリコーン系に着目して
プラスチック成形品用に適
用を図ったもの。 

粘着層強靭化粘着技術 

特許 3033610 
91.04 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング 

(米国)
被着材発生のガスによる粘
着フィルムの膨れ､剥がれ
を防ぐ接着力向上と粘着剤
層を強靭にする技術。架橋
剤にポリグリシジルアミ
ン､ナフテン酸亜鉛。 

加硫ゴム成形品への粘着 

特開平 4-314776 
91.04 

日東電工 
凝集力を与えるブロック共
重合体と接着阻害物質を排
除して濡れ性発揮のブロッ
ク共重合体(重合体はいず
れもスチレン－イソプレン
－スチレン)の２種混合で
優れた接着を得る。 

インテグラル保護皮膜 

特許 2747628 
91.02(優) 
エヌディー 

インダストリーズ（米国） 
ねじなど自己締付け固着部
材へ接着剤デポジット表面
に部分的同一組成を持つピ
ンホールのない非粘着性保
護皮膜を形成した接着シス
テム。図はねじ 15 デポジッ
ト 20 皮膜。（左図） 

 

ハロゲン官能性単量体 

ゴム系粘着剤安定性改良 

特許 3007717 
91.04 

日東電工 
天然ゴム､スチレン－ブタ
ジエン－共重合ゴムのブレ
ンド系粘着剤の貯蔵保存安
定性を改良するため両者に
相溶しうる第三成分をブレ
ンドする方法。 

ハイブリッド粘着テープ 

特許 3058346 
91.03(優) 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング 

(米国)
新ペイント系の被着面へ接
着し低温衝撃「コールドス
ラム」試験に適応し､溶剤も
あまり使用せず相分離もし
ないアクリル／シリコーン
系のハイブリッド。 

曲面接着性の粘着技術 

特許 2642263 
91.10 

積水化学工業 
特定の重合反応操作により
作成した溶剤架橋型アクリ
ル系粘着剤で優れた曲面接
着性を達成。 

義歯シリコーン／金属接着 

特公平 7-81017 
91.07 

富士システムズ 
金属面に化合物Ⅲと化合物
Ⅱの共重合体を形成､その
面に化合物Ⅰと化合物Ⅱの
共重合体を形成、その上に
シリコーンゴムを接着。 

（右式）

特許 2945920 
91.04(優) 

ロード(米国) 
自動車産業での金属･エラ
ストマー結合接着の接着性
向上用に少量のハロ機能性
材料を配合する方法。 

 

  

改良表面保護フィルム 

特許 2713519 
91.01(優) 

積水化学工業 
ゴムブロック共重合体にポ
リオレフィンを配合した粘
着剤で巻体からの巻戻し性
を改良したもの。高速剥離
時の粘着性が低速時より軽
くなる特徴があり､背面離
型剤を使用せず。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (6/10)  

出願年  ‘91                                   ‘92 

年月は出願月または優先権主張月 

樹脂板表面保護フィルム 

特許 2955095 
91.12 

日東電工 
アクリル板､ポリカーボネ
ートなどの樹脂板に対する
貼付性が良く､高速剥離性
に優れた表面保護フィル
ム。 

耐電食性感圧接着シート 

特公平 7-47721 
91.12 

日東電工 
電子部品固定用粘着シート
による配線の電食問題を解
決するための改良粘着技
術。主成分としてスチレン
‐共役ジエンブロック共重
合体を用いるのが特徴であ
る。 

 

宇宙太陽電池用接着方法 

特許 2735463 
92.09(優) 

エイチイー ホールディングス 
インコーポレーテッド 

ディービーエー ヒューズ 
エレクトロニクス(米国) 

350℃耐熱が要求される宇宙太陽
電池のカバーグラスと電池基板
を低温加硫カルボランシロキサ
ン接着剤で接着する方法。 

耐候性と曲面接着性改良 

特公平 8-19393 
92.12 

日東電工 
アクリル系単量体と(メタ)
アクリルアミド単量体の共
重合体を主とした感圧接着
シート、テープにより優れ
た耐久性､耐候性と曲面接
着性を得る技術。 

高温性能の改良粘着技術 

特公平 8-19392 
92.11 

日東電工 
アクリル系単量体､Ｎ－ビ
ニル環状アミド単量体と酸
性基を含む単量体の共重合
体を主とした感圧接着シー
ト、テープにより優れた高
温(80℃)接着性能を得る。 

★1 

★3 

★2 

★1 

★3 

★2 

★4 ★4 

★5 ★5 

リサイクル用粘着技術 

特許 2727143 
91.12 

サイデン化学 
カルボキシル基含有ビニル
系単量体､アクリル酸メチ
ルおよび/またはアクリル
酸エチル含有単量体の共重
合体に界面活性剤を添加し
たアルカリ可溶性で性能の
改良されたもの。 

軟質塩化ビニル用粘着 

特許 2614682 
91.12 

積水化学工業 
下式のカプロラクトン変性
(メタ)アクリル酸との共重
合アクリル系粘着剤を用い
ると短時間熟成で耐熱性能
を発現､軟質塩化ビニルの
安定剤による粘着性能低下
が防止できる。（下式） 

反応性マイクロゲル剥離 

特許 2819881 
91.08 

東洋インキ製造 
表面に重合性二重結合を導
入した反応性微粒子を特徴
とする粘着剤で剥離する時
は放射線照射により接着力
を低下させることができる
技術。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (7/10)  

出願年  ‘93                                   ‘93 

年月は出願月または優先権主張月 

ＩＣ用耐熱性接着シート 

特許 2866779 
93.01 

三井化学 
カバーレイフィルム､IC リ
ードフレーム､リード･オ
ン･チップ接着テープに要
求される耐熱性を末端が
(1)で封止､(2)の繰返し単
位､Y が(3)のポリイミドの
接着層により改良。（右式）

LSI 接合用接着フィルム 

特許 2964823 
93.03 

日立化成工業 
IC,LSI のダイボンドを銀ペ
ーストなみの比較的低温で
行える接着フィルム。式の
テトラカルボン酸二無水物
にジアミンの反応で得るポ
リイミド系樹脂､エポキシ
樹脂などの成分。（左式） 

２層構造の制振性薄葉体 

ポリイミド３層テープ 

シリコーンゴム用粘着 

特許 2878932 
93.06 

信越化学工業 
B-O-Si 結合を持つ有機ケイ
素化合物を含有したシリコ
ーン粘着剤を用いてシリコ
ーンゴムとの接着力を改良
する技術。 

２層構造感圧接着テープ 

特許 2502471 
93.09 

日東電工 
異種材料で構成される２種
の被着体を十分な接着力で
接着する接着剤層を２層構
造としたアクリル系感圧接
着テープを提供する。 

 

クリーニング用タグ 

特許 2709355 
93.10 

日東電工 
ドライ式､ランドリー式の
両クリーニングに適用でき
る粘着タグ。耐溶剤性の粘
着層 A と耐水性の粘着層 B
が配置され印字可能。１シ
ート２粘着層 A ３粘着層 B 
４セパレータ５折線（左図） 

 

 (1) 

(2) 

(3) 

★1 

★3 

★2 

★1 

★3 

★2 

★4 ★4 

★5 ★5 

特許 3016670 
93.01 

日本カーバイド工業 
振動､騒音防止目的の接着
性､耐溶剤性､耐熱性に優れ
た粘着性振動減衰層と拘束
板の２層構造制振性シー
ト。アクリル系共重合体と
架橋剤にポリグリシジルア
ミン系を使う。 

特許 3032578 
93.03(優) 

オクシデンタル ケミカル 
(米国)

電子部品接合に有用な接着性､
耐熱性に優れ揮発物のない粘
着テープとして考案。２つのポ
リイミドシロキサン接着剤層
に挟まれたポリイミドシロキ
サンキャリヤの粘着テープ。 

水に再分散性の粘着成分 

特許 2622354 
93.04(優) 

ナショナル スターチ アンド 
ケミカル インベストメント 

ホールディング(米国) 
エチレン系不飽和カルボン酸､
アクリル系､ビニル含有各モノ
マーを乳化重合した成分を用
い､紙製品リサイクル再パルプ
化に際し再分解する粘着剤。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (8/10)  

出願年  ‘94                                   ‘96 

年月は出願月または優先権主張月 

★1 

★3 

★2 

★1 

★3 

★2 

★4 ★4 

★5 ★5 

煙草用感水ホットメルト 

特許 2706178 
94.03(優) 

ナショナル スターチ アンド 
ケミカル インベストメント 

ホールディング(米国) 
環境保全の面から感水性熱
可塑性ポリマーなどによる
感水性ホットメルト粘着剤
により煙草フィルターを水
分解性に改良する。 

再剥離粘着､ファスニング 

特許 2981143 
94.05(優) 
日東電工 

衣料､おむつ､カイロなどへ
の再剥離粘着テープ、シー
トおよびファスニング用と
して貼着時の接着力と剥離
時の剥離力の差を小さくし
たもの。図は使い捨ておむ
つの例。（上図） 

 

改良アクリル系粘着 

特許 3065923 
95.12 

三洋化成工業 
架橋剤にブロック化ポリイ
ソシアネート化合物､触媒
に第４級アンモニウム有機
酸塩を用い貯蔵安定性､粘
着特性に優れ､比較的低温
で架橋できる一液性アクリ
ル系粘着技術。 

電子部品用接着テープ 

特許 2992462 
95.08 

巴川製紙所 
樹脂封止型半導体装置内リ
ードフレーム周辺の使用に
適う耐熱性に優れた特定の
ポリイミド系接着層を積層
した接着テープ。 

帯電防止性感圧接着技術 

特許 3038542 
96.01(優) 

三洋化成工業 
側鎖に第４級アンモニウ
ム･有機酸塩基を持つアク
リル系共重合体。被着体を
汚染せず帯電防止効果を得
る。R１～３炭化水素基 R４
アルキル基または芳香族 X
酸基。（左式） 

改良表面保護フィルム 

特許 3052062 
96.10 

三洋化成工業 
粘着ポリマーの改良により
組成物の保存安定性と塗工
液の安定性を改良した表面
保護フィルム。 

化粧板の改良接着層 

特開平 9-239902 
96.03 
ノダ 

合板表面に化粧単板を貼着
した化粧板では両者の収縮
膨張率の差による干割れ問
題に対しエラストマーと２
種の熱硬化性樹脂の弾性接
着剤貼着層で緩衝する法。
２接着層。（右図） 

 

粘着性フルオロポリマー 

特許 2882579 
96.09(優) 

イー アイ デュポン(米国) 
コア/シェル構造を形成し
ポリテトラフルオロエチレ
ンに融着して粘着表面を与
えるフルオロポリマー粒
子。コアは官能基を持たな
い溶融流動性でシェルは共
重合性､官能性。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (9/10)  

出願年  ‘97                                   ‘98 

年月は出願月または優先権主張月 

★1 

★3 

★2 

★1 

★3 

★2 

★4 ★4 

★5 ★5 

高強度接着用粘着テープ 

特開平 11-140388 
97.09(優) 

積水化学工業 
アクリル系ポリマー､エポ
キシ基含有化合物､エポキ
シ基開環重合誘発の光カチ
オン重合開始剤と特定の化
合物を含む粘接着シート。
粘着後エポキシの光重合で
強固な接着を作る。 

感熱性遅延粘着技術 車両用表面保護フィルム 

特開平 11-236539 
97.09(優) 

バイヤースドルフ 
(ドイツ)

２種のα－オレフィン単量
体とジエンとの共重合体を
粘着成分とし、鋼上の接着
強度が 0.2～2.8N／cm の塗
装した自動車の保護フィル
ム。 

特開平 11-92737 
97.07(優) 
リコー 

熱可塑性樹脂としてスチレ
ングラフト共重合天然ゴム
ラテックスを含有させた感
熱性遅延粘着剤により耐ブ
ロッキング性と塩化ビニル
シート､ポリエチレンシー
トへの優れた粘着を得る。 

ガラス､セラミック粘着 

特開 2000-53931 
98.08 

日東電工 
ポリカーボネート構造を持
つポリマーをベースポリマ
ー粘着剤によりガラス､セ
ラミックに対し接着性と剥
離性のバランスの取れた特
性を発揮する粘着技術。 

化粧片用剥離粘着シート 

特許 3019973 
98.03 

太平洋セメント 
化粧片の取付け施工におい
てコンクリート型枠内に粘
着シートで仮止めするため
の粘着技術。高重合､低重合
ポリビニルアルコール､水
のＡ剤とポリイソシアネー
トのＢ剤配合。 

特開 2000-1657 
98.06 
帝人 

特定の両親媒性側鎖を持つ
単量体､極性単量体などと
の共重合からなる粘着剤の
一部を架橋し液体成分を含
有させることで蒸れ､皮膚
刺激を十分抑制する貼付剤
を作る。 

皮膚粘着型医療用テープ 

特開 2000-8013 
98.06 

ニチバン 
特定のアクリル酸エステル
系共重合体､架橋剤による
粘着剤により皮膚への十分
な接着力と透湿性を有する
医療用粘着テープを提供す
る。 

医療用シリコーン系粘着 

特開平 11-279520 
98.02(優) 

ダウ コーニング (米国) 
シリケート樹脂､ポリオル
ガノシロキサン流体､官能
化ケイ素含有ポリイソブチ
レンの混合により常温流れ
を改良したシリコーン系粘
着技術。 

無機材料への耐湿熱粘着 透湿性のある医療用粘着 

特開 2000-38555 
98.07 

日東電工 
基材の吸水率、透湿率を特
定し､アクリル系粘着剤中
に塩基性セグメントを導入
することでガラス､タイル
など SiO2 主成分無機材料へ
の優れた耐湿熱性接着を得
る。 
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図 2.2.2-2 感圧（粘着）型接着機構の接着層の改質に関する技術展開図 (10/10)  

出願年  ‘98                                   ‘99 

年月は出願月または優先権主張月 

 

★1 

★3 

★2 

★4 

★5 

外科/歯科用接着技術 

特開 2000-95806 
98.09(優) 

メルク パテント(ドイツ) 
エチレン性不飽和単量体と
出来るだけ少ないオルガノ
ボロン化合物に有機過酸化
物を加え重合させたポリマ
ーにより合成物質や金属と
骨を接着する改良技術。 

分子量分布に特徴の粘着 

特開 2000-86993 
98.09 

日東電工 
アクリル系ポリマ
ーを架橋した粘着
剤でポリマーの分
子量分布を非常に
小さくして接着特
性を改良した接着
シートを作る。 

感熱性遅延粘着シート 

特開 2000-104041 
98.09 

ダイセル化学工業 
加水分解性シリル基含有の
重合性不飽和単量体の重合
体を熱可塑性樹脂とし､こ
れに熱により溶融する固体
可塑剤を加えた粘着剤で接
着性能､耐水性を改良した
遅延粘着シート。 

改良遅延粘着技術 

特開 2000-96021 
98.09 

荒川化学工業 
軟化点 110～150℃の石油
樹脂系からの熱可塑性バ
インダー樹脂､固体可塑剤
および粘着付与樹脂の採
用によりブロッキング､チ
ョーキング､粘着性を改良
した遅延粘着技術。 

プリント配線積層板粘着 

特開 2000-104038 
98.09 

松下電工 
近年の多層回路用ビルドア
ップ基板では接着シートで
絶縁層を形成できるが､低
誘電率､低誘電正接が要求
される。ポリフェニレンエ
ーテル､エラストマー､など
の配合で対応。 

熱活性遅延粘着フィルム 

特開 2000-119624 
98.10 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング(米国) 
ポリカプロンなどポリエステル
と分子内にヒドロキシル基とフ
ェニル基を持つ粘着ポリマーの
組合わせを特徴とし､加熱して粘
着性の発現するもの。 

オレフィン用粘着製品 

特開 2000-191997 
98.12 

ユニ工業 
スチレン系熱可塑性エラス
トマー､テルペン系粘着付
与剤､石油樹脂系粘着付与
剤の配合によるオレフィン
系フィルムに対して優れた
粘着力を有する粘着シー
ト､テープ､ラベル。 

電子線照射での遅延粘着 

特開 2000-191999 
98.12 
花王 

加熱での粘着発現でなく､
電磁波や電子線で分子鎖を
切断し粘着を発現する新規
遅延粘着。常態では非粘着
とする架橋と電子線などで
主鎖の切断が進む光分解性
単量体を入れる。 

電池用粘着テープ 

特開 2000-173621 
98.12 

日東電工 
リチウム塩を電解質とする
電池では水分でフッ化物､
オキシフッ化物が形成され
正極のアルミ金属の劣化を
抑制する。水分供与の機能
も持たせた電池内で用いる
粘着テープ。 

特開 2000-186265 
98.12 

日東電工 
ポリカーボネートジオール
をポリオール成分としたポ
リエステル系重合体と酸成
分を含有しないアクリル系
重合体による電子機器の腐
食を回避し､初期粘着力を
改善する技術。 

電子機器用の改良粘着 

ダイボンド熱接着シート 

特開 2000-212518 
99.01 

日東電工 
シート状多孔質基材(2)､熱可塑性シリコーン変
性ポリイミドの熱接着層(1)の熱接着シートで
のダイボンド生産改善。(250℃､-80℃の弾性率
がそれぞれ 10MPa､ 2000MPa 以下)（下図） 

ウエハ表面保護用シート 

特開 2000-212526 
99.01 

リンテック 
カルボキシル基含有重合性
モノマーと図示化合物との
共重合体を主体(X 水素/メ
チル基)。架橋反応時間を大
幅に短縮､ウエハ水洗工程
の洗浄性に優れた表面保護
シートの技術。（下式） 

 

コールドシール接着 

特許 3065303 
99.01 

日本エヌエスシー 
接着成分としてカチオン性
単量体とアニオン性単量体
を共重合した両性高分子を
含有させてインクジェット
プリンターに適応の疑似接
着隠蔽記録シートを作るこ
とを得る。 

1:熱接着層 

2:シート状多孔質基材 

3:熱接着シート 
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図 2.2.2-3 感圧（粘着）型接着機構の塗布加工法などに関する技術展開図(1/6)  

                                           

年月は出願月または優先権主張月 

★6 

塗布加工法 水性 

★8 

スプレー･転写･他 

溶融 

★7 

下塗り 

★9 

★a 

★a 

★b 

★10 

全般・熱 硬化反応法 
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図 2.2.2-3 感圧（粘着）型接着機構の塗布加工法などに関する技術展開図(2/6)  

出願年  ‘82                                   ‘89 

年月は出願月または優先権主張月 

 

 

対オレフィン粘着技術 

特公平 7-53856 
82.12 

保土谷化学工業 
水性ポリウレタン系粘着剤
のウレタンのポリオール成
分を特定ポリブタジエン系
から選択使用すると､ポリ
オレフィンに対し優れた接
着適性を得ることができ
る。 

改良ホットメルト粘着 

特公平 6-78509 
85.05 

丸善石油化学 
粘着性付与剤に水素化Ｃ5
石油樹脂を用いることによ
り低温から高温まで幅広い
使用温度でバランスに優れ
た接着性能を得るホットメ
ルト粘着技術。 

★6 

★8 

★7 

★6 

★8 

★7 

★9 ★9 

★10 ★10 

感圧接着生体医学用電極 

特許 2625179 
87.11(優) 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング 

(米国)
使い捨て生体電極用。相分
離せず､極性液体を配合の
N-2-ピロリドン接着剤。図
は心電計電極 22 接着層 24
剥離材 16 銀蒸着 18/20 スタ
ッド/アイレット。（左図） 

特公平 6-74337 
84.10 

三井東圧化学 
構造用接着剤､積層成形用
プリプレグに従来使用の樹
脂は耐熱性､保存安定性に
欠点があり､溶融流動性を
向上したポリイミドプリプ
レグシートを使う耐熱性成
形品の接着法。 

プリプレグシート接着法 

 

結露面への水性感圧接着 

特許 3032210 
88.08(優) 

日本カーバイド工業 
ガラス転移温度-30℃以下
平均粒径 0.3～1μのアクリ
ル系水性分散液に硫酸もし
くは硝酸のアルカリ金属塩
またはアンモニュウム塩を
配合し結露面への接着を可
能とした。 

改良水性分散型粘着技術 

特公平 7-68499 
88.12 

日本触媒 
水性分散型粘着剤の主成分
として特定した二種の共重
合体の混合配合を用い､充
分な凝集力､耐水性を発現
する改良技術。 

放射線ホットメルト粘着 

特許 2743288 
89.09 

日本カーバイド工業 
放射線硬化型ホットメルト
感圧接着剤にジエチルアミ
ノエチルメタクリレートな
どの特定化合物を加えて塗
工性を改良し、かつ非極性
表面や曲面の接着性を顕著
に改善。（左式） 

作業性改良粘着テープ 

特公平 6-39584 
89.06 

信越化学工業 
シリコーン粘着テープ粘着
層の支持体への投錨力不足
による作業欠点を化学式の
オルガノポリシロキサンを
主としたプライマーにより
改良。R 一価炭化水素基。 

（左式）
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図 2.2.2-3 感圧（粘着）型接着機構の塗布加工法などに関する技術展開図(3/6) 

出願年  ‘90                                   ‘91 

年月は出願月または優先権主張月 

 

★6 

★8 

★7 

★6 

★8 

★7 

★9 ★9 

★10 ★10 

ABS への水性感熱接着 

特許 3044397 
90.01(優) 

バイエル (ドイツ) 
ABS など熱可塑性成形品積
層法で軟化点 70℃以下のポ
リウレタン重合体など､ま
たスチレン重合体などの混
合水性分散剤により優れた
接着性を得る方法。 

低温性能の良い水性粘着 

特許 3046067 
90.02(優) 

エイベリ デニソン(米国) 
スルホ琥珀酸二ナトリウム
のエトキシル化アルキルア
ルコール半エステルなどを
加えたアクリル系エマルジ
ョン粘着剤により優れた皮
膚､湿潤面接着性や低温性
能を得る。 

硬化型アクリル系粘着 

特許 2782991 
91.06 

東洋インキ製造 
硬化型アクリル系粘着剤に
おける架橋剤の欠点を克服
し生産性が良くて､経時劣
化のない改良された粘着技
術。 

耐熱性改良熱硬化型粘着 

特許 2901200 
91.01 

日本カーバイド工業 
エポキシ樹脂とポリイミド
オリゴジアミン化合物の混
合物､アクリロにトリル-ブ
タジエン共重合体､アクリ
ルエステル系重合体､エポ
キシ硬化剤の成分で極高温
の耐熱性能発揮。 

耐熱性樹脂ライニング用 

特許 2914794 
91.08 

日本カーバイド工業 
エポキシ樹脂混合物､アク
リロニトリル-ブタジエン
共重合体､エポキシ基を持
つアクリル系樹脂､硬化剤
の成分の粘着剤でライニン
グ用に優れた耐熱接着力と
実用耐久性を得る。 

室温硬化型スプレー粘着 

特開平 4-342784 
91.05 

日東電工 
室温硬化性を付与するため
アクリル系ポリマーにアル
コキシシラン成分を加えた
スプレー塗工可能で保存安
定性と接着性能に優れたア
ルコール分散の粘着技術。 
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図 2.2.2-3 感圧（粘着）型接着機構の塗布加工法などに関する技術展開図(4/6)  

出願年  ‘91                                   ‘92 

年月は出願月または優先権主張月 

 

★6 

★8 

★7 

★6 

★8 

★7 

★9 ★9 

★10 ★10 

硬化性粘着における改良 

特許 2743656 
91.09 

東洋インキ製造 
ゴム系ポリマーを主体とし
た粘着剤に硬化性ポリエス
テルオリゴマー､重合開始
剤､ポリイソシアネート､粘
着付与剤を加えて粘着特
性､接着特性の優れたバラ
ンスを得る技術。 

対オレフィン水系粘着 

特許 2720712 
92.05 

荒川化学工業 
アクリル系重合体の水性エ
マルジョンに高軟化点粘着
付与剤樹脂を配合した水系
粘着剤によってポリオレフ
ィンに対しても十分なタッ
ク､接着力と高温接着性能
を得た。 

封緘葉書用記録シート 

特許 2862735 
92.07 

日本製紙 
宛名と内容を同時印刷し３
つ折の封緘葉書。接着層は
弱接着と強接着に分割形
成。水系放射線硬化樹脂と
水系粘着性付与樹脂でイン
ク適性と接着性を調整。1
支持体２、３接着層。（上図）

溶融粘着剤の塗工性改良 

特許 2698810 
92.09 

日本ゼオン 
芳香族ビニル、ブタジエン、
イソプレンによる新規なブ
ロック共重合体を主成分と
することにより溶融型粘着
剤の粘度の経時変化が少く
なり塗工作業性を改良でき
た。 

太陽電池用接着シート 

特公平 6-104729 
92.01 

三菱油化 
透明性､接着性､架橋性､成
形時安定性をエチレンとエ
チレン性不飽和シラン化合
物とエチレン性不飽和カル
ボン酸エステルの共重合体
に有機過酸化物の配合によ
り改良。 

マスキングテープ用粘着 

特許 2902232 
92.11 

日東電工 
ゴム系エラストマー､熱反
応性フェノール樹脂に有機
金属化合物を配合した粘着
剤により高温下でも優れた
接着性能を発揮するマスキ
ング用などの粘着技術。 
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図 2.2.2-3 感圧（粘着）型接着機構の塗布加工法などに関する技術展開図(5/6)  

出願年  ‘93                                   ‘94 

年月は出願月または優先権主張月 

★6 

★8 

★7 

★6 

★8 

★7 

★9 ★9 

★10 ★10 

ビンリサイクル用ラベル 

特許 2725558 
93.08 

昭和高分子 
ビンリサイクル用タック紙
ラベルからのアルカリ可溶
性粘着剤技術の必要性に対
して耐水性とアルカリ可溶
性を両立させて解決したエ
マルジョン粘着技術。 

オレフィンへの粘着技術 

特許 2735455 
93.03 

三菱化学ビーエーエスエフ 
ロジン系樹脂などの粘着付
与剤をコア層としアクリル
系共重合体樹脂をシェル層
とした樹脂粒子の水性粘着
剤によりポリオレフィン系
表面に優れた接着性能を発
揮する技術。 

電子部品の接続方法 

特許 2865241 
93.11 

ソニーケミカル 
IC パッケージとプリント板
接続を粘着剤で行う技術。
図で２は IC パッケージ端
子､６基板端子､1a 粘着剤。
（左図） 

 

仮固定用複合粘着体 

特許 2743958 
93.07 

信越化学工業 
組み立て治具に用いる粘着
部と非粘着部を持つ複合粘
着体の作成方法。付加硬化
型粘着性シリコーンゴム表
面にオルガノハイドロジェ
ンポリシロキサンを塗布し
非粘着部作る。 

改良スプレータイプ粘着 

特許 2783496 
93.07(優) 

積水化学工業 
貼り込み用スプレー性粘着
技術でエアゾール噴射剤に
液化天然ガスなどを用い環
境保全など改善した技術。 

水性粘接着剤の耐水接着 

特許 2656712 
93.04 

三菱化学ビーエーエスエフ 
カルボニル基含有樹脂分散
液､ヒドラジン誘導体､エポ
キシ含有化合物からなる水
性粘接着剤により､ゲル化
もなく低極性表面にも接着
し､優れた耐水接着力を発
揮する。 

スプレー糊の改良技術 

特許 2950719 
94.01 

積水化学工業 
平均粒径 10～100μmアクリ
ル系粘着性微球体､セルロ
ース系化合物または環化ゴ
ムをスプレー缶に入れエア
ゾル噴射剤を注入密閉。工
程時間を大幅に短縮でき
る。 

糊残り改良接着シート 

特許 2875758 
94.12 

東芝シリコーン 
シリコーン系粘着シートに
おいて基材との界面剥離､
被着材への糊残りを特定の
プライマー組成層を設ける
ことで改良した。 

UV､EB 硬化ホットメルト 

特許 2596707 
93.01(優) 

ナショナル スターチ 
アンド ケミカル 
インベストメント 

ホールディング（米国） 
良好な凝集性､接着性能を
発揮する放射線硬化、ホッ
トメルトのアクリル系感圧
接着の方法。 
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図 2.2.2-3 感圧（粘着）型接着機構の塗布加工法などに関する技術展開図(6/6)  

出願年  ’96                                   ‘98 

年月は出願月または優先権主張月 

 

★6 

★8 

★7 

★9 

★10 

改良水系感圧接着 

特許 3049415 
96.02 

三洋化成工業 
水系接着剤へ加熱で増粘、
ゲル化する性質を付与して
多孔質基材への浸透を抑え
接着剤使用量の節減を図る
方法。一定温度を境に親水
性､疎水性の可逆的変化す
る重合体を加える。 

耐熱､熱伝導性粘着技術 

特許 2793559 
96.05 

日東電工 
無溶媒光重合型アクリル系
粘着剤に特定のセラミック
粉末を配合したものは耐
熱、熱伝導に優れ､放熱の必
要な電子部品の固定などに
十分な効果を発揮できる。 

オレフィン鋼板の製法 

特開 2000-160124 
98.12 

ダイセル化学工業 
エポキシ化ジエン系共重合
体を主とした接着剤樹脂を
鋼板表面に塗布、焼付け、
乾燥し､溶融状態の間にポ
リオレフィンフィルムを積
層してラミネート鋼板を連
続製造する方法。 

建材用改良水性粘着技術 

特開 2000-8012 
98.06 
コニシ 

室温で固体､軟化点 100℃以
下､低酸価の粘着付与剤を
直接ラテックス中へ加熱溶
融配合する水性粘着技術
で､溶剤による環境､衛生問
題を排除し､優れた低温性
能､耐水性を得る。 

水に離解性の粘着テープ 

特開 2000-109772 
98.10 

王子製紙 
剥離剤層/目止め層/着色印
刷層/基紙/粘着剤層の構成
をなす粘着テープで目止め
層をポリビニルアルコー
ル､粘着剤を水/アルカリ液
溶解性､分散性とし水に対
する離解性を得る。 

耐久性改良粘着技術 

特開 2000-169814 
98.12 

鐘淵化学工業 
分子中に１個以上のヒドロ
シリル化反応可能なアルケ
ニル基を持つ飽和炭化水素
系重合体を主に可塑剤など
も加え支持体塗布後熱硬化
した粘着製品により接着耐
久性を改良。 

感熱性ホットメルト粘着 

特開 2000-96015 
98.09 

東洋インキ製造 
水剥離できる感熱ラベルで
問題のあった耐水性の改良
を非晶性ポリオレフィン主
成分にタッキファイヤー､
ワックスを加えたホットメ
ルト型接着剤で可能とし
た。 



174 

図 2.2.2-4 感圧（粘着）型接着機構の硬化反応法などに関する技術展開図(1/6)  

                                           

年月は出願月または優先権主張月 

 

 

★11 

放射線・光 

湿気・嫌気・他 

★12 

その他 

★14 

★15 

製造法・装置 

★13 

機能付与剤 添加剤 

★a ★b 
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図 2.2.2-4 感圧（粘着）型接着機構の硬化反応法などに関する技術展開図(2/6)  

出願年  ‘85                                   ‘90 

年月は出願月または優先権主張月 

 
紫外線接着低減のシート 

特許 2618356 
85.09 

バンドー化学 
弾性重合体と紫外線架橋性
アクリル酸エステルを主成
分とし無水シリカ粉末を加
えた接着剤層を持つ紫外線
照射で著しく接着力を低減
する感熱接着シート。 

硬化型無溶剤粘着技術 

特許 2686303 
89.01 

日東電工 
無溶剤で塗布後放射線を照
射して硬化させて接着力と
凝集力のバランスのとれた
接着テープ、シートを得る
アクリル系粘着技術。 

放射線硬化型感圧接着 

特許 2884423 
89.01(優) 

日本カーバイト工業 
１分子中に２個以上のエチ
レン性不飽和結合を有する
特定化合物を配合した放射
線硬化アクリル系粘着剤に
より適切なホットメルト塗
工粘度と優れた接着性能を
得る。 

医療用､生体電極用粘着 

特許 2686813 
89.03 

タキロン 
皮膚との密着性､粘着性に
優れ､耐汗性もあり､ｲｵﾝ化
合物を加えれば生体電極用
にもなる天然多糖類を含有
するウレタン系粘着技術。 

粘着剤の生産性改良技術 

特許 2715505 
89.01 

三菱瓦斯化学 
カルボキシル基を有するア
クリル系粘着剤用共重合体
に少量のシアン酸エステル
化合物を混合することで粘
着保持力を高めるととも
に､空気中の水分の影響を
軽減できる。 

水性粘着剤の安定化技術 

特許 2748033 
89.10 

荒川化学工業 
アクリル系エマルジョンと
粘着付与剤エマルジョンに
特定の水溶性高分子を配合
することにより工程で加え
られる機械的シェアーに安
定なエマルジョン型粘着剤
を得る。 

半導体チップ固着方法 

特許 2678655 
89.03 

日東電工 
支持基材に保持用接着層､固
着用接着層､ウエハの順に固
定､ウエハ分断､チップを固
着用層と共に保持用層から
剥離､キャリヤに固着する方
法。１ウエハ２固着用層３保
持用層４基材。（右図） 

 

★11 

★13 

★12 

★11 

★13 

★12 

★14 ★14 

★15 ★15 

放射線硬化型粘着技術 

特許 2880228 
90.02 

日東電工 
新規な放射線硬化型ポリエ
ステル系粘着剤を用いて凝
集力と粘着力のバランスの
ある優れた接着性能を得
る。 

耐熱性改良感圧接着技術 

特公平 6-89314 
90.04 

日東電工 
スチレン系ブロックポリマ
ーに対し粘着付与剤ととも
に平均粒径 0.3μm以下の微
粉シリカを配合することで
接着力､タックを損なわず
耐熱性を改良する方法。 

改良カバーレイフィルム 

特許 2824149 
90.11 

信越化学工業 
フレキシブルプリント基板
のカバーレイフィルムとし
て接着剤組成の成分により
接着性､半田耐熱性､低温短
時間加工性について改良し
たもの。 

事務用固形状接着剤 

特許 2915870 
90.10 

不易糊工業 
感圧紙､感熱紙に用いても
変色消色がなく安価､高性
能の固形糊。ポリピロリド
ンに脂肪族カルボン酸のア
ルカリ金属塩またはアンモ
ニウム塩をゲル化剤とし水
溶性増量剤付加。 

電子部品仮止め用粘着法 

特許 2694385 
90.12(優) 

モトローラ (米国) 
電子部品の実装半田付けに
際し粘着剤で仮止めを行う
が､粘着剤にフラックス特
性をもつカルボン酸の１つ
を加え半田付け後のフラッ
クス洗浄も省略できるよう
にした方法。 
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図 2.2.2-4 感圧（粘着）型接着機構の硬化反応法などに関する技術展開図(3/6)  

出願年  ‘91                                   ‘93 

年月は出願月または優先権主張月 

 

 

 

ウエハ用再剥離型粘着 

特許 2601956 
91.07 

リンテック 
半導体ウエハ粘着用に貼付
作業性の向上と糊残りの防
止を目的に放射線照射前の
凝集力を高く､照射後には
硬化が十分となる再剥離型
粘着技術。 

塗工性を改良の粘着技術 

特許 2661813 
91.06 

積水化学工業 
アクリル系粘着剤に必須の
架橋添加剤としてアジリジ
ン化合物を加え、部分光重
合で適性粘度とし非溶媒､
非水系の優れた塗工性を達
成、かつ優れた接着性能も
発揮する。 

異方導電性粘接着技術 

特公平 7-51700 
91.12(優) 

インターナショナル 
ビジネス マシーンズ 

(米国)
下図のように導電性粒子(金
10％錫-金の合金など)を接
着層の中で溶融焼結させて
異方導電性を得る。100 電子
部品 110 回路板 120 異方重合
体 140 導電物（下図上） 

 

低温耐衝撃性改良粘着 

特開平 5-140510 
91.11 

日東電工 
アルキル(メタ)アクリレー
ト単量体を主とした単量体
混合物に光重合開始剤と共
にシリコーンゴム粒子を配
合し光重合のアクリル系粘
着剤で低温の耐衝撃性を改
良した技術。 

★11 

★13 

★12 

★11 

★13 

★12 

★14 ★14 

★15 ★15 

放射線硬化型再剥離粘着 

特許 3014203 
92.02 

日本カーバイド工業 
半導体ウエハのダイシング
用硬化型再剥離粘着シート
でピックアップ工程の誤動
作を改善するため硬化後も
ゴム弾性を保持すべく組成
を調整して改良したもの。 

播種育苗粘着シート 

特公平 7-36724 
92.08 

スリオンテック 
播種作業合理化のための育
苗シート。粘着剤は微小点
状に塗工し､種子付着後紫
外線照射で強固に固定する
育苗シート。 

嫌気硬化性粘着シート 

特開平 6-293880 
93.02(優) 

東洋インキ製造 
粘着性ゴム系樹脂､酸素吸
収能と過酸化物生成能を持
つ化合物､有機過酸化物､エ
チレン性不飽和基を有する
モノマーもしくはオリゴマ
ー配合の嫌気硬化性粘着シ
ート。 

 

加熱剥離性粘着部材 

特許 2898480 
92.09 

日東電工 
接着剤へ熱膨張性微粒子を
平均粒径差２倍以上異なる
２種以上配合､加熱すれば粒
子が膨張ないし発泡して接
着力を低下する。図 A 初期 B
加熱後１基材２､21 接着層
３被着材。（右下図(A)(B)） 

 

高温安定性改良粘着技術 

特許 2686033 
92.06(優) 

ゼネラル エレクトリック 
(米国)

シリコーン総重量 100 万部
当たり金属量 100～2,500部
のシリコーン接着剤により
更に高温安定性(550℃を超
える経時試験に合格)のあ
る粘着技術。 

自己粘着性塩化ビニル 

特許 2779462 
92.09 

アキレス 
接着剤､粘着剤をしない自
己粘着性塩化ビニル系樹脂
シートにあって特定の可塑
剤を用いて水性インクやア
ルコール性インクなどの印
刷適性を改良。 

可剥感熱性粘着シート 

特許 3026700 
93.03(優) 
凸版印刷 

加熱で粘着性発現の粘着付
与剤を含む感熱性粘着シー
トに自己剥離機能を持たす
ため 60℃で熱膨張するマイ
クロカプセルを配合。図１
基材 2 表示層 3 粘着層 4 カ
プセル。（左図下） 

(A) 

(B) 

疑似接着用紙 

特許 2986308 
93.06 

大王製紙 
疑似接着層を片面に設けた
親展性用紙。印刷面汚れや接
着劣化がない。ラテックス粘
着剤にシリカ微粒子､穀物微
粒子と変性 PVA。図は折り重
ね給与封筒１支持体２接着
層。（上図） 
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図 2.2.2-4 感圧（粘着）型接着機構の硬化反応法などに関する技術展開図(4/6)  

出願年  ‘94                                   ‘98 

年月は出願月または優先権主張月 

シリコーンゴム粘着体 

特許 3031184 
94.11 

コスモテック 
片側シリコーン粘着剤層の
両面粘着シートによるシリ
コーンゴム接合に代わり剥
離材､粘着剤､PET フィルム､
プライマー､シリコーンゴ
ムシート積層シートで直接
接合を図る。 

★11 

★13 

★12 

★11 

★13 

★12 

★14 ★14 

★15 ★15 

隠蔽情報印刷記録シート 

特許 3054067 
95.10 

日本理化製紙 
圧着､剥離をする隠蔽情報
印刷シートで水性インクで
も対向面への印字転写が防
止できる方法。印字面に保
水性樹脂､カチオン性樹脂
を含有させアニオン性のイ
ンクを吸収させる。 

透気性接着テ－プ 

特許 2968237 
97.08 

リキダイン 
絆創膏､包帯などの透気性
接着テープは透気性がロー
ルの巻圧で経時低下する。
巻圧が掛かっても透気性が
低下せぬよう接着層に非中
空微細弾性ビーズを含有さ
せた接着テープ。 

無機粉体融着方法 

特開平 11-246834 
97.11(優) 
リンテック 

釉薬､琺瑯などの無機質を
被着体へ融着コーティング
するのに粘着体を利用した
方法。無機粉体を含む熱分
解粘着シートを被着体へ粘
着後､粘着体を熱分解し次
いで焼成する方法。（右図）

糊残り解消の再剥離粘着 

特開 2000-44890 
98.07 

日本合成化学工業 
エチレン性不飽和基含有ア
クリル系共重合体､ウレタ
ンアクリレート系化合物､
光重合開始剤､架橋剤の構
成によりウエハのダイシン
グ､エキスパンド､ピックア
ップにも適す。 

FPC 保護膜用粘着フィルム 

特開 2000-53934 
98.07 

ミネソタ マイニング アンド 
マニュファクチャリング 

(米国)
エポキシ樹脂､無機コロイ
ドなどの剤組成でフレキシ
ブルプリント配線基板に要
する寸法安定性､耐衝撃性､
熱圧着時の流れ抵抗などを
改良する技術。 

半導体素子の実装方法 

許特 2647047 
95.03 

日本電気 
中央部隆起したフィルム状
固形接着剤を用いて半導体
素子のフリップチップを高
い密度で気泡を生ずること
なく配線基板へ実装する方
法。（右図） 

特許 2921740 
95.01 

ソニーケミカル 
導電粒子の絶縁性部分を硬
い内核と軟らかい外層の多
重構造とすることで熱圧着
後の導通均一性を得る方
法。図は導電粒子の断面図
１内核２外層３絶縁性粒子
４導電材料層。（上図） 

異方性導電接着 

光硬化型粘接着技術 

特開 2000-44923 
98.05(優) 

積水化学工業 
粘着性ポリマー､光カチオ
ン重合性化合物､分子内に
フェノール基とトリアジン
環またはイミン基を含む化
合物､重合開始剤の組成で
常態-粘着性だが光硬化で
優れた接着力を得る。 

構造材接合用粘着シート 

 特許 3022796 
97.02 

積水化学工業 
車両用鋼板､建築部材接合
など高接合強度に適応でき
る作業性の良い光硬化型粘
接着シート。粘着性ポリマ
ー､エポキシ基を持つ化合
物､ビニルエーテル系化合
物､光開始剤の配合。 
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図 2.2.2-4 感圧（粘着）型接着機構の硬化反応法などに関する技術展開図(5/6)  

出願年  ‘98                                   ‘98 

年月は出願月または優先権主張月 

ウエハ表面保護シート 

特開 2000-68237 
98.08 

リンテック 
極薄 ICチップ裏面研削時の
表面保護シートとしては放
射線効果などで粘着剤層の
弾性率を 40℃で 1.0×105

Pa 以上としたものが生産歩
留を向上する。１基材２粘
着層３ウエハ。（上図） 

粘着層をもつ微小物品 

特開 2000-73020 
98.09 

リンテック 
エネルギー線硬化型粘着剤
層(2)に微小物品(3)を貼着
してエネルギー線を照射し
粘着層の斜線部分だけを硬
化して粘着力を失わせる。
粘着剤のついた微小物品を
取り外し使用。（上図） 

 

隠蔽記録用粘着シート 

特開 2000-86979 
98.09 

日本製紙 
隠蔽記録シート用自己粘着
の改良方法としてビニル基
を有する単量体成分を含有
する共重合体を粘着剤と
し､これに親和性のあるス
チレン系/アクリル系の微
粒子を加えたもの。 

光硬化型熱伝導性粘着 

特開 2000-109757 
98.10 

積水化学工業 
放熱の要る電子部品固定用
粘接着シートとしてエポキ
シ基含有化合物のようなカ
チオン重合性化合物に光カ
チオン重合開始剤､熱伝導
粒子を加え強固な接着と熱
伝導性を得る。 

隠蔽記録用粘着シート 

特開 2000-71655 
98.08 

紀州製紙 
従来インクジェット用紙の
粘着層にある水溶性カチオ
ン性重合体は前印刷で湿し
水バットへ溶出､アニオン
性物質と結合し問題とな
る。水難溶性カチオン性重
合体で解決を図る。 

★11 

★13 

★12 

★11 

★13 

★12 

★14 ★14 

★15 ★15 

 

自己接着性記録用シート 

特開 2000-103936 
98.09 

ダイセル化学工業 
カチオン性重合体と平均粒
径 0.5～30μm微小粒子を基
本成分として優れた自己接
着性のある印刷適性の良い
隠蔽情報用記録シートを作
る技術。 

感熱記録用粘着シート 

特開 2000-6525 
98.06 

王子製紙 
従来高温高湿では粘着層成
分が剥離層を通し記録層の
発色能を低下した。剥離層
と記録層間に自己乳化重合
のアクリル系樹脂の障壁層
を設けてこの欠点を改良し
た粘着シート。 

生分解性可塑化ポリ乳酸 

特開 2000-86877 
98.09 

島津製作所 
低い光学純度のポリ乳酸に
波長 400nm 以下強度 120mW 
/cm2 以上の紫外線照射によ
り透明で高い接着力のある
生分解性接着剤成分を作る
ことができる。 

 

 

 

成形用フィルム 

特許 2979019 
98.02 

日本写真印刷 
玩具､自動車などに紫外線
硬化インクで印刷の図柄成
形品で､図柄ずれ防止の支
持フィルム粘着積層した成
形用フィルム。２成形性フ
ィルム３支持フィルム４図
柄５金型。（上図） 
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図 2.2.2-4 感圧（粘着）型接着機構の硬化反応法などに関する技術展開図(6/6)  

出願年  ‘98                                   ‘98 

年月は出願月または優先権主張月 

 

★11 

★13 

★12 

★14 

★15 

 

自己接着性記録用シート 

特開 2000-144091 
98.11 

ダイセル化学工業 
ウレタン樹脂､不飽和化合
物の重合体､平均粒径 0.5～
30μm の微小粒子の構成に
よる優れた耐老化性､印刷
適性の自己接着性隠蔽記録
用シート。２種ポリマーの
１つはカチオン性。 

耐候表面保護粘着シート 

特開 2000-169805 
98.12 

ニチバン 
塗装面の表面保護粘着シー
トの基材に使用される耐候
性向上剤が極性の高い粘着
剤層へブリードして障害を
起こす。粘着剤層に移行防
止剤を配合し、耐候性を十
分発揮さす技術。 

 

導電層転写シート 

特許 3015788 
98.11 

日東電工 
配線基板など電気部品の多
層化における導電層の薄膜
化要求に対応の転写シート
方式。1 転写膜(１μ)2 加熱
で発泡､膨張して接着力低
減する粘着層 21ゴム状弾性
層 22 基材。（上図） 

難燃性粘着技術の改良 

特開 2000-169811 
98.12 

日東電工 
マイクロカプセル入り芳香
族リン酸エステル系とリン
酸エステル系難燃剤の配合
によりハロゲンやホスフィ
ンの有毒ガスの発生がな
く､また析出による接着力
低下も防止する。（上図） 

静電気防止粘着シート 

特開 2000-129221 
98.10 

日東電工 
粘着剤層にジメチルスルホ
キシドおよび/または N-メ
チルピロリドンの溶媒を
0.1～ 1％の添加で製造工
程､使用時の静電気発生を
抑えた粘着シート､テープ。

超臨界流体での剤の製造 

特開 2000-129241 
98.10(優) (米国) 

日東電工 
揮発性有機化合物(VOC)の
削減要求から塗料で使用事
例のある超臨界流体を利用
する方法。補助溶媒を用い
超臨界 CO2 など超臨界流体
中で感圧接着剤を製造。耐
鉱油性向上も。 

改良感熱遅延粘着シート 

特開 2000-129229 
98.10 

ダイセル化学工業 
固体可塑剤としてベンゼン
環がアルキル基で置換され
ても良いレゾルシノールな
ど特定のものを用い乾燥工
程の生産性を改良した感熱
性粘着シート。 


